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研究成果の概要（和文）：心身症の適切な病態理解や治療ではアレキシサイミア（Alex）パーソナリティの正し
い評価を要する。従来の自記式Alex質問紙法TAS-20では神経症との識別が難しいことから我々は改訂版Alex構造
化面接法 (m-SIBIQ)を開発し、その信頼性、妥当性を検討した。その結果本法は内的一貫性も高く、神経症とも
鑑別でき、その妥当性も証明された。
予備的研究として少人数の慢性疼痛患者群のVBMによる脳形態解析をおこなった結果、TAS-20第３因子と右小脳
容積と正の相関が検出された。今後は、慢性疼痛患者の適切な病態把握に向けて、本Alex構造化面接法を用いた
脳画像解析による検証を進めていく予定である。

研究成果の概要（英文）：Appropriate assessment of alexithymia personality is required for proper 
understanding and treatment of psychosomatic disorders. Since the conventional self-reported 
questionnaire such as Toronto Alexithymia Scale-20 (TAS-20) has been difficult to distinguish from 
“neurotic” personality, we developed a structured interview for alexithymia, the 10-item version 
of the modified Beth Israel Hospital Psychosomatic Questionnaire (m-SIBIQ) and examined its 
reliability and validity. As a result, this method has a high internal consistency, can be 
distinguished from neurotic personality, and its validity has been proved.
As a preliminary study, a small number of patients with fibromyalgia was examined by MRI study using
 VBM brain morphology analysis. We found a positive correlation with External Oriented Thinking 
Style of TAS-20 score and the right cerebellar volume. We are planning to proceed with verification 
by brain image analysis using the m-SIBIQ for patients with chronic pain.

研究分野： 心身医学
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研究成果の学術的意義や社会的意義
Alexithymia(Alex)は心身症患者に特徴的な「感情への気づき・表出の困難さ」を指しており、心理療法的介入
を困難にさせるパーソナリティの特徴の一つとして注目されてきた。一方、慢性疼痛を初め同症患者においてし
ばしば認められる“陰性感情への敏感さ”（＝神経症）傾向はAlexと対極をなすパーソナリティでありながら、
従来汎用されてきた自記式Alex評価法では鑑別が困難であった。本研究により我々が開発したAlex構造化面接法
の信頼性・妥当性が証明され、神経症傾向との鑑別を含め、Alexの正しい評価法の開発ができたことは、今後、
難治化しやすい心身症の実施臨床において大変有意義なことと考えられる。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属されます。
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１．研究開始当初の背景 

（１） Alexithymia(Alex)は心身症患者に特徴的な「感情への気づき・表出の困難さ」を指しており、心

理療法的介入を困難にさせるパーソナリティの特徴の一つとして注目されてきた。特に慢性痛などに

おいては、その病態形成に Alex や神経症傾向などのパーソナリティ特性、あるいは不安・抑うつ、破

局的思考など心理的諸因子が密接に関連していると報告されてきた(Lumley, Smith, & Longo, 2002; 

Tunks, Crook, & Weir, 2008； Makino et al., 2013）。しかしながら、パーソナリティの一つの特徴である

Alex は 上述した様に“感情の気づきの欠如”を示し、他方、神経症傾向は反対に “陰性感情への敏

感さ”を示すものであり、心理的特徴が異なことから臨床上の対応の仕方も大きく異なるべきものである。

従って、慢性痛患者の心理的特徴の適切な理解と治療的アプローチの仕方については、未だにきち

んと整理されているとは言い難い。 

 

（２） 以上の様に、パーソナリティ特性の対局にあるべき上記の２つの心理的特徴 −Alexと神経症傾

向− の区別の重要性が指摘されていたにもかかわらず(Sifneos, 1973)、混乱が生じた背景には、Alex

研究に自記式心理質問紙 the 20-item Toronto Alexithymia Scale(TAS-20)がその簡便さのゆえに、世

界中で臨床研究に広く用いられたことがある。実際、Alex 評価に用いられる TAS-20 では、結果として

神経症傾向の強い群も得点が高くなりうる。このことから慢性痛患者に、実は Alex 群と神経症群の二

つのグループが混在していた可能性が示唆される(Ueno, Maeda, & Komaki, 2014)。 

近年の報告では、慢性痛患者では TAS-20 得点上昇に対し、抑うつや不安といった陰性情動がその

交絡要因として影響しており、Alex が直接的に関与していない可能性が報告されている(Komaki, 

2013; Saariaho, Saariaho, Mattila, Karukivi, & Joukamaa, 2013)。 

 

（３） こうした TAS-20 を始めとする自己記入式質問紙法の限界を解消すべく我々は Beth Israel 

Hospital Psychosomatic Questionnaire 構造化面接法（m-SIBIQ)の開発を試み、報告してきた（有村

達之、小牧 元、他、心身医学 2002）。しかしながら、m-SIBIQ における 12 項目には、 “夢に関する２

項目”が含まれていたため、回答の信頼性に問題がある。そのためこの２項目を削除し、新たに 10 項

目で構成される構造化面接法“10-item version m-SIBIQ”の信頼性・妥当性を検証することにより、

Alex の正しい評価法を確立し、慢性痛を始めとする心身症の臨床に活用する必要がある。 

他方、我々は健常人を対象に脳機能画像による Alex 傾向について研究してきた(Moriguchi & 

Komaki, 2013)。特に疼痛刺激画像提示に対する Alex の影響を、健常人を対象に fMRI で調べたとこ

ろ、Cingulate Cortex(CC)や Anterior Insula(AI)などいわゆる Pain Matrix の活動性の変化が認められ

た(Moriguchi et al., Cerebral Cortex, 2007)。 

 

（４） 従来、慢性痛患者では Pain Matrix を中心に痛覚過敏や異痛症などの中枢性機能的異常が報

告され、構造的・機能的変化と重症度との関連が指摘されている。例えば線維筋痛症患者では VBM

（voxel-based morphometry）を用いたメタ解析で前・後部帯状皮質、内側前頭前野、海馬傍回におけ

る灰白質の減少、あるいは小脳における増加（Lin C, et al, 2016, Shi H, et al.2018）が報告されている。

しかしながら、同患者における心理的特徴との関係に関しては、不安や抑うつとの関係をもとに脳形態

画像解析が行われているものの、Alex 傾向との関連に関しては、TAS-20 得点と Pain Matrix における

変化の関連に一致した結論が得られていない(Noll-Hussong et al., 2013)。 

 



２．研究の目的 

（１） 心身症患者の治療には情動的側面の理解が不可欠である。現在まで心理学的、神経学的研究によ

り、抑うつや不安などの陰性感情、特に疼痛患者などにおける破局的思考（Catastrophizing）、又、自己の

感情の同定・表出困難である Alex が、その症状の形成・維持に密接に関わっている可能性が示唆されてき

た。 

しかしながら Alex 傾向の測定に TAS-20 など自記式質問紙が広く用いられたことにより、Alex 概念に混乱

がもたらされ、特に神経症傾向などとの差異に問題が生ずることとなった(Ueno, Maeda, & Komaki, 2014)。 

（２） そこで本研究の目的は、まず構造化面接による Alex 評価を確立すること、次に、慢性痛患者におけ

る脳画像を用いて Alex 傾向との関連を探り、神経症傾向など他の心理的特徴との差を検討することであっ

た。 

 

３．研究の方法 

（１） Alex 構造化面接法（10-item version m-SIBIQ）の検証： 

対象：健常学生 93 名（平均年齢 20.7 歳；男 29 名、女 64 名）。方法：Alex 評価法には、既に開発した

構造化面接法 m-SIBIQ（有村、小牧ら、心身医学 2002）の 12 項目から、夢に関する２項目を除いた、

10 項目で構成される構造化面接法 10-item version m-SIBIQ を用いた。併用して他の面接法として

TSIA (日本語版 Toronto Structured Interview for Alexithymia)（Bagby ら、2006）、またうつ病や不安障

害など、精神障害の鑑別診断を行うための構造化面接法 MINI を実施した。一方、心理質問紙には

TAS-20（日本語版 The 20-item Toronto Alexithymia Scale)、NEO Five Factor Inventory（５因子性格

特性を測定する検査）、IRI（Interpersonal Reactivity Index；共感性を多次元的に測定する尺度。認知

的側面の「想像性」，「視点取得］，情動的側面の「共感的配慮」，「個人的苦痛」の 4 因子構造」、EES

（Emotional Empathy Scale；情動的共感性を測定する尺度。「感情的暖かさ」「感情的冷たさ」「感情的

被影響性」の 3 因子構造）、BDI-II（Beck Depression Inventory）などを用いた。統計処理には分散分

析を使用した。 

 

（２） 慢性痛患者における脳機能画像に関する予備的研究：Alex 傾向との関連： 

予備的研究ではあるが、線維筋痛症群（n=25;女性、平均年齢 39.9 歳）とコントロール群（n=25;女性、

平均年齢 39.5 歳）に対して、２群間の VBM（voxel-based morphometry）による脳形態比較を行った。

また線維筋痛症群における脳携帯画像と Alex傾向との関連について、TAS-20スコアを用いて相関解

析を行った（n=38、女性、年齢 44.47±10.41）。VBM は SPM12 を用いて解析した。 

 

４．研究成果 

（１） Alex 構造化面接法（10-item version m-SIBIQ）の開発： 

本 10-item version m-SIBIQ 法の信頼性については、internal consitency が 0.916 と高く、探索的因

子分析により Alex 因子が唯一抽出されたことにより十分満足できるものであった。また、総スコアは

TSIA 総スコアと統計的有意の正の相関を示し（r=0.715、p=0.000***）、また TAS-20 の総得点と相関し

た（r=0.259, p=0.012）。 

パーソナリティ傾向尺度 NEO-FFI において、開放性 Openess（r=-0.323、p=0.002**）と有意に負の相

関を示した。しかしながら神経症傾向 neuroticism（r=0.151、p=0.149）とは相関は認められなかった。 

一方、TAS-20 総得点は Neuroticism と強い正の相関を示した(r=0.639, p=0.000）。 



情動的共感性を測定する尺度 EES スコアに関しては、感情的暖かさと有意に負の相関（r=-0.29、

p=0.004）、感情的冷たさと正の相関（r=0.351、p=0.001）を示した。 さらに IRI スコアにおいても同様に

共感的配慮と想像性尺度において、それぞれ負の相関を認めた（r=-0.289 p=0.005; r=-0.236、

p=0.023）。  

一方抑うつ症状を示す BDI-II スコアとの相関は認められなかった（r=0.098、p=0.350）。一方、

TAS-20 総得点とは強い正の相関を示した(r=0.508, p=0.000）。 

以上の結果は、課題であった神経症傾向との鑑別においても、TAS-20 と異なり有効であることが示

唆され、実際、臨床現場における Alex 傾向の強い患者の印象と合致する。 

今回開発した構造化面接法“10-item version m-SIBIQ”は、Alex を適切に評価するための信頼でき

る有効な面接法と考えられた。 

 

（２） 線維筋痛症群における脳機能画像：Alex 傾向との関連に関する予備的研究： 

VBM による脳形態解析: 全脳解析においては、線維筋痛症群とコントロール群との間に灰白質量に

有意差は見られなかった。 

先行研究では、２群間比較で様々な領域が指摘されている（Kuchinad A, et al. 2007; Failon N, et 

al.2013; Ceko M, et al.2013）が、サンプルサイズの問題、あるいは線維筋痛症という疾患の多様性か

ら、一定した結論は得られていない。 

今回、Alex との関連では、線維筋痛症群での TAS-20 総得点ならびに下位項目との関連は全脳解

析では認められなかったが、小脳を関心領域に設定したところ、TAS-20 の下位項目である EOT スコ

アと右小脳容積との正の相関が認められた（p<0.05）。 

過去の研究では、TAS-20総得点、DIF、DDFとの関連部位の報告はなされている（Goelich KS, et al. 

Frontiers in Psychiatry, 9, 2018）が、EOT との関連は今回が最初である。 

今後は、10-item version m-SIBIQ 構造化面接法による真の Alex 評価に基づいた、fMRI による安静

時脳機能解析による、２群間比較ならびに相関解析を進めて行きたい。 

 

（３） まとめ: 

Alex 構造化面接法（10-item version m-SIBIQ）の妥当性・信頼性を検証し、その有用性を確認するこ

とが出来た。しかしながら、本研究では線維筋痛症患者の Alex 特徴についての検討が、予備的なもの

に止まった。今後は、同症患者を対象に、本構造化面接法による Alex 評価を確立した上で、脳画像を用

いた神経学的クラスタリングを行い、Alex と神経症傾向などを区別できるかどうかの可能性を探って行く計

画である。これにより、脳画像所見と心理、身体的特徴の差異に基づいた新たな治療的アプローチの開発

が可能になると考えられる。 
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